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は
じ
め
に

　

中
世
の
唱
導
と
い
え
ば
、
天
台
宗
の
安
居
院
流
が
名
高
い
。
そ
の
安
居
院
流

唱
導
の
祖
・
澄
憲
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
三
）
は
、
父
藤
原
通
憲
（
信
西
）
と

母
高
階
重
仲
娘
の
間
に
七
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
澄
憲
は
大
変
弁
舌
に
長
け
、

そ
の
才
を
も
っ
て
唱
導
を
事
と
し
た
。
そ
の
唱
導
は
『
尊
卑
分
脉
』
に
「
四
海

大
唱
導
一
天
名
人
也
」（

（
（

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
澄
憲
は
後
に
子
息
聖
覚
と
と
も

に
安
居
院
流
唱
導
を
確
立
す
る
。

　

澄
憲
は
祈
雨
表
白
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
た（

（
（

。
澄

憲
の
唱
導
に
つ
い
て
は
先
に
挙
げ
た
『
尊
卑
分
脉
』
以
外
に
も
、
説
話
や
『
玉

葉
』
等
の
史
実
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
当
時
の
民
衆
の
心
に
深
く

入
り
込
ん
だ
。
そ
の
澄
憲
の
唱
導
を
現
在
耳
に
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、

そ
の
内
容
は
『
言
泉
集
』
や
『
轉
法
輪
鈔
』
と
い
っ
た
資
料
か
ら
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
聖
覚
が
澄
憲
の
唱
導
を
記
録
し
編
纂
し
た
も
の
で
、

現
存
す
る
も
の
で
は
、
称
名
寺
第
二
世
の
釼
阿
が
書
写
し
た
金
沢
文
庫
本
が
知

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
古
く
か
ら
翻
刻
・
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
澄
憲

の
唱
導
が
大
成
し
た
こ
ろ
に
成
立
し
た
文
学
作
品
に
、
唱
導
の
痕
跡
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
既
に
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
多
く
の
安
居

院
の
唱
導
の
痕
跡
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
延
慶
本
成
立
に
は
多
く
の
安
居
院
の

関
係
者
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。
当
時
の
影

響
力
を
窺
わ
せ
る
事
実
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
時
代
に
成
立
の
作
品
と
し
て
『
宝
物
集
』
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
そ
こ
で
も
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
山
田
昭
全
氏
ら

に
よ
る
と
、
十
か
所
で
唱
導
と
の
関
わ
り
が
疑
わ
れ
て
い
る（

（
（

。『
宝
物
集
』
は

治
承
一
（
一
一
七
七
）
年
の
鹿
ヶ
谷
事
件
に
よ
り
鬼
界
ヶ
島
に
流
さ
れ
た
平
康

頼
が
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
宝
物
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
確
か
な
年
代

を
特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
の
成
立
に

つ
い
て
は
、
小
泉
弘
氏
が
作
中
の
和
歌
の
所
在
を
調
査
し
『
千
載
和
歌
集
』
成

立
（
一
一
八
八
）
以
前
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
、
康
頼

の
生
没
年
は
未
詳
だ
が
、
康
頼
と
澄
憲
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
こ
と
に
な

り
、
康
頼
が
澄
憲
の
唱
導
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。

　

康
頼
は
赦
免
さ
れ
帰
洛
し
た
後
、『
宝
物
集
』
で
は
「
東
山
ナ
ル
所
ニ
籠
リ

居
テ
侍
シ
」
と
あ
り
、
現
在
の
京
都
市
東
山
双
林
寺
周
辺
に
籠
っ
て
、『
宝
物

『
言
泉
集
』
と
『
宝
物
集
』
の
共
通
説
話
考

　
　

 

釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
夫
婦
因
縁
譚
を
中
心
に 　
　

永
　
島
　
裕
　
之
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集
』
を
執
筆
し
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
双
林
寺
に
は
念
仏
聖
た
ち
が
集
ま
っ
て
お

り
、
こ
の
場
所
が
彼
ら
の
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（
（

。
や
は

り
、
康
頼
が
澄
憲
の
唱
導
と
何
ら
か
の
形
で
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。

　

さ
て
、『
宝
物
集
』
に
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
女
が
燃
灯
仏
の
た
め
に
蓮
華
を
供

養
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
二
人
が
契
り
を
結
ぶ
と
い
っ
た
説
話
が
あ

る
。
契
り
を
結
ん
だ
耶
輸
陀
羅
は
、
後
に
釈
迦
に
従
っ
て
出
家
し
、
十
大
弟
子

の
一
人
と
な
る
羅
睺
羅
を
産
む
。『
宝
物
集
』
が
何
か
ら
こ
の
説
話
を
採
集
し

た
の
か
、
有
力
な
情
報
は
挙
が
っ
て
お
ら
ず
、『
今
昔
物
語
集
』
に
近
似
す
る

説
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る（

（
（

。
今
回
そ

の
説
話
と
近
似
す
る
内
容
を
有
す
る
表
白
を
安
居
院
の
唱
導
書
で
あ
る
『
言
泉

集
』
に
発
見
し
た
。
そ
こ
で
小
考
で
は
、
ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
『
宝
物

集
』
に
見
ら
れ
る
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
夫
婦
因
縁
説
話
の
出
典
を
探
る
こ
と
と
す

る
。
そ
の
過
程
で
、
先
に
挙
げ
た
『
言
泉
集
』
と
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
一

「
仏
、
迎
羅
睺
羅
令
出
家
給
語
第
十
七
」、
及
び
そ
の
出
典
候
補
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
『
佛
説
未
曾
有
因
縁
經
』（『
大
藏
經
』
十
七
巻
）・『
釋
迦
譜
』（『
大

藏
經
』
五
十
巻
）
を
加
え
て（

（1
（

、
六
種
の
仏
書
・
作
品
を
比
較
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
各
仏
書
・
作
品
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
、『
宝
物
集
』
の
因
縁
譚
の

出
典
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

第
一
章　
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
夫
婦
因
縁
譚
の
比
較
と
出
典
関
係

　

ま
ず
、
今
回
新
た
に
発
見
し
た
『
言
泉
集
』
と
『
宝
物
集
』
に
共
通
す
る
説

話
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
同
説
話
は
『
宝
物
集
』
の
片
仮
名
古
活
字
三

巻
本
と
第
二
種
七
巻
本
の
ど
ち
ら
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
両
著
を
引
用
し
た
。

金
沢
文
庫
本
『
言
泉
集（
（1
（

』

同
尺
（
夫
婦
同
心
修
善
）

時
有
一
人
女
人
一
名
瞿
夷
女
一
以
賣

花
一
爲
業
一
儒
童
菩
薩
試
到
其
家
一
問

花
有
无
ク
夷
答
云
庭
上
樹
花
園
中
草

花
稱
大
王
勅
一
官
人
點
之
一
但
我
家

後
面
有
一
小
池
生
七
莖
靑
蓮
花
一
使

者
不
見
之
一
適
漏
點
録
一
云
々
菩
薩

聞
之
一
歡
喜
語
云
我
有
五
百
金
錢
一

欲
買
五
莖
花
一
女
人
即
許
‐
諾
重
述

其
志
一
云
我
見
大
士
一
深
心
敬
愛
願

奉
此
身
一
永
配
掃
灑
一
（
中
略
）
女

人
重
白
大
士
今
買
花
欲
用
何
事
一
菩

薩
答
云
爲
供
養
世
尊
一
女
人
隨
喜
以

五
莖
花
一
隨
價
與
之
一
以
二
莖
花
一

寄
託
菩
薩
一
爲
我
一
供
養
佛
一
爾
以
來

一
阿
僧
祇
九
十
一
刧
於
人
中
天
上
一

世
々
爲
夫
婦
一
未
曾
相
離
一

　

以
上
、『
言
泉
集
』
及
び
『
宝
物
集
』
か
ら
関
連
す
る
箇
所
を
引
用
し
た
。

詳
細
な
分
析
は
後
に
行
う
と
し
て
、
次
に
、
同
様
の
因
縁
譚
を
も
つ
仏
書
・
作

片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集（
（1
（

』

昔
、
仏
ノ
出
世
シ
給
シ
時
、
釈
迦
ト

耶
輸
陀
羅
女
ト
、
二
茎
ノ
蓮
華
ヲ
モ

ト
メ
テ
、
仏
ニ
供
養
シ
テ
、「
生
々

世
々
ニ
夫
妻
ト
成
ン
」
ト
契
リ
シ
故

ニ
、
願
力
ニ
酬
ヘ
テ
、
今
羅
睺〔
羅
〕

尊
者
ノ
母
ト
成
リ
給
リ
。

第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集（
（1
（

』

昔
、
定
光
仏
の
世
に
出
た
ま
ひ
し
時
、

釈
迦
如
来
と
耶
輸
多
羅
如
と
、
五
茎

の
蓮
華
を
も
と
め
て
供
養
し
奉
り
て
、

「
汝
と
生
々
世
々
妻
お
と
こ
と
あ
ら

む
」
と
の
た
ま
ひ
し
が
ゆ
へ
に
、
い

ま
羅
睺
羅
尊
者
の
母
と
あ
〔
る
〕
也
。

�

（
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
）
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品
の
該
当
箇
所
を
引
用
し
た
い
。
な
お
、
成
立
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
該
当
箇

所
を
引
用
し
た
。

『
佛
説
未
曾
有
因
縁
經
』

爾
時
世
尊
。
即
遣
化
人
。
空
中
告
言
。

耶
輸
陀
羅
。
汝
頗
憶
念
往
古
世
時
誓

願
事
不
釋
迦
如
来
。
當
爾
之
時
。
爲

菩
薩
道
。
以
五
百
銀
錢
。
從
汝
買
得

五
莖
蓮
華
。
上
定
光
佛
。
時
汝
求
我
。

世
世
所
生
。
共
爲
夫
妻
。（『
大
藏
經
』

十
七
巻
）

『
經
律
異
相
』

佛
遣
化
人
。
空
中
言
曰
。
汝
憶
往
古

誓
不
。
我
爲
菩
薩
。
以
五
百
銀
錢
從

汝
買
五
莖
華
上
定
光
佛
。
汝
求
寄
二

華
乞
世
世
生
處
常
爲
君
妻
。
我
語
汝

言
。
我
爲
菩
薩
一
切
布
施
。
汝
即
立

誓
。世
世
所
生
國
城
妻
子
乃
至
自
身
。

隨
君
施
與
。
何
故
今
日
愛
惜
羅
睺
。

耶
輸
陀
羅
霍
然
還
悟
如
昨
所
見
。
愛

子
稍
歇
。
遣
喚
目
連
追
相
懺
謝
。

　

以
上
、
四
種
の
仏
書
・
作
品
か
ら
関
連
す
る
箇
所
を
引
用
し
た
。
部
分
的
な

引
用
で
あ
る
た
め
分
か
り
に
く
い
が
、
話
の
大
筋
と
し
て
は
や
は
り
『
經
律
異

相
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
が
近
い
関
係
に
あ
る
。『
經
律
異
相
』
と
近
似
す
る

仏
書
と
し
て
『
釋
迦
譜
』
と
『
佛
説
未
曾
有
因
縁
經
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

『
經
律
異
相
』
は
「
出
未
曾
有
經
上
」
と
し
て
い
る
。

　

続
い
て
各
仏
書
・
作
品
に
お
け
る
因
縁
譚
の
具
体
的
な
構
成
に
つ
い
て
言
及

す
る
。
ま
ず
『
言
泉
集
』
は
、
釈
迦
が
燃
灯
仏
を
供
養
す
る
際
に
蓮
華
を
買
い

求
め
、
そ
こ
で
耶
輸
陀
羅
女
と
出
会
い
、
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
と
い
う
夫
婦
因

縁
譚
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
『
經
律
異
相
』
は
、
釈
迦
が
羅
睺
羅
を
出
家
さ
せ

よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
母
耶
輸
陀
羅
は
首
肯
せ
ず
、
佛
が
化
人
と
し
て
耶
輸
陀

羅
の
前
に
現
れ
、
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
夫
婦
に
な
っ
た
因
縁
を
耶
輸
陀
羅
に
思

い
出
さ
せ
説
得
す
る
と
い
う
説
話
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
『
今
昔
物
語
集
』

は
釈
迦
が
化
人
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
目
連
が
神
通
力
を
駆
使
し
て
耶

輸
陀
羅
の
前
に
現
れ
、
説
得
し
て
い
る
。
で
は
『
宝
物
集
』
は
ど
う
か
。
片
仮

名
古
活
字
三
巻
本
（
以
下
、
片
活
三
本
）・
第
二
種
七
巻
本
（
以
下
、
七
巻
本
）

と
も
に
、「
声
少
シ
訛
リ
タ
ル
法
師
」
が
女
人
成
仏
の
た
め
に
示
し
た
十
二
門

の
う
ち
の
第
五
「
成
仏
ト
願
ヲ
起
シ
」
の
例
と
し
て
、
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
の
夫

婦
因
縁
譚
が
語
ら
れ
る
が
、
説
話
は
そ
の
要
点
の
み
を
語
る
に
留
め
て
い
る（

（1
（

。

　

さ
ら
に
、
羅
睺
羅
を
基
点
と
す
れ
ば
、『
經
律
異
相
』・『
今
昔
物
語
集
』
は
、

『
釋
迦
譜
』

爾
時
世
尊
即
起
化
人
。
空
中
告
言
耶

輸
陀
羅
。
汝
頗
憶
念
往
古
世
時
誓
願

事
不
。
我
當
爾
時
爲
菩
薩
道
。
以
五

百
金
錢
。
從
汝
買
得
五
莖
蓮
華
。
上

定
光
佛
時
。
汝
求
我
世
世
所
生
共
爲

夫
妻
。（『
大
藏
經
』
五
十
巻
）

『
今
昔
物
語
集（

（1
（

』

目
連
ノ
云
ク
、「
仏
ノ
宣
ハ
ク
、「
我

レ
昔
燃
灯
仏
ノ
世
ニ
菩
薩
ノ
道
ヲ
行

ゼ
シ
時
、
五
百
ノ
金
ノ
銭
ヲ
以
テ
五

茎
ノ
蓮
花
ヲ
買
テ
仏
ニ
奉
リ
キ
。
汝

又
二
茎
ノ
花
ヲ
以
テ
副
テ
奉
レ
リ
」

ト
。「
其
ノ
時
ニ
相
互
ニ
誓
テ
云
ク
、

『
世
々
ニ
常
ニ
汝
ト
我
レ
夫
妻
ト
成
テ
、

汝
ガ
心
ニ
違
フ
事
非
ジ
』
ト
云
ヒ

キ
。
其
ノ
誓
ヒ
ニ
依
テ
、
契
リ
深
ク

シ
テ
今
日
夫
妻
ト
成
レ
リ
キ
。
而
ニ

今
、
愚
痴
ニ
依
テ
羅
睺
羅
ヲ
惜
ム
事

無
カ
レ
。
出
家
セ
シ
メ
テ
聖
ノ
道
ヲ

学
シ
メ
ム
」」
ト
。
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羅
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
は
既
に
羅
睺
羅
を
出
産
し
て
お
り
、
そ
の
羅
睺
羅
は
出
家

を
求
め
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。
一
方
『
言
泉
集
』
に
は
そ
う
い
っ
た

や
り
と
り
は
見
ら
れ
ず
、
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
夫
婦
に
な
る
ま
で
の
因
縁
譚
と

な
っ
て
い
る
。『
宝
物
集
』
で
は
前
述
の
と
お
り
夫
婦
因
縁
譚
の
要
点
を
語
る

ば
か
り
だ
が
、
そ
こ
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
み
れ
ば
、『
宝
物
集
』
作
者
は

『
言
泉
集
』
の
よ
う
な
夫
婦
因
縁
譚
を
中
心
と
し
た
資
料
を
参
考
に
し
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

第
二
章　
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
夫
婦
因
縁
譚
の
分
析

　

各
資
料
で
の
因
縁
譚
の
展
開
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
整
理
し
た
が
、

続
い
て
各
資
料
間
の
語
句
の
異
同
を
整
理
す
る
。
便
宜
上
、
以
下
の
表
を
作
成

し
、
各
仏
書
・
作
品
の
関
係
性
を
示
し
た
。

　

ま
ず
、
仏
に
供
養
し
た
蓮
華
の
本
数
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
經
律
異
相
』

は
佛
が
「
五
莖
華
」
を
買
い
求
め
、
そ
れ
に
耶
輸
陀
羅
が
「
二
華
」
を
添
え
て

い
る
。『
經
律
異
相
』
成
立
以
前
の
仏
書
で
あ
る
『
佛
説
未
曾
有
因
縁
經
』・

『
釋
迦
譜
』
は
世
尊
が
「
五
莖
蓮
華
」
を
買
い
求
め
る
の
み
で
、
耶
輸
陀
羅
は

蓮
華
を
添
え
て
い
な
い
。『
經
律
異
相
』
が
『
未
曾
有
因
縁
經
』
以
外
の
典
拠

を
も
つ
こ
と
が
疑
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
言
泉
集
』、

片
活
三
本
『
宝
物
集
』
で
は
共
通
し
て
「
二
茎
（
莖
）」
の
蓮
華
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
蓮
華
の
本
数
に
つ
い
て
は
、『
經
律
異
相
』
が
原
拠
と
な
り
そ
れ
以

後
の
因
縁
譚
を
構
成
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、『
宝
物

集
』
は
片
活
三
本
と
七
巻
本
で
異
同
が
見
ら
れ
る
。
片
活
三
本
は
「
二
茎
ノ
蓮

華
」
と
あ
る
た
め
、『
經
律
異
相
』
以
後
の
資
料
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
疑

佛
説
未
曾

有
因
縁
經

釋
迦
譜

經
律
異
相
今
昔
物
語

集

言
泉
集

宝
物
集

片
活
三
本

七
巻
本

蓮
華

五
莖
蓮
華
五
莖
蓮
華
五
莖
華
／

二
華

五
茎
ノ
蓮

華
／
二
茎

ノ
花

五
莖
花
／

二
莖
花

二
茎
ノ
蓮

華

五
茎
の
蓮

華

金
銭

五
百
銀
錢
五
百
金
錢
五
百
銀
錢
五
百
ノ
金

ノ
銭

五
百
金
錢
（
記
述
な

し
）

（
記
述
な

し
）

人
物

世
尊
（
化

人
）
／
耶

輸
陀
羅
／

羅
睺
／
目

連

世
尊
（
化

人
）
／
耶

輸
陀
羅
／

羅
睺
／
目

連

佛（
化
人
）

／
耶
輸
陀

羅
／
羅
睺

／
目
連

仏
／
耶
輸

陀
羅
／
羅

睺
羅
／
目

連

儒
童
菩
薩

／
瞿
夷
女

（
耶
輸
陀

羅
）
／
羅

公

釈
迦
／
耶

輸
陀
羅
女

／
羅
睺

〔
羅
〕尊
者

釈
迦
如
来

／
耶
輸
多

羅
如
／
羅

睺
羅
尊
者

時
代

釋
迦
如
来

當
爾
之
時

爲
菩
薩
道

我
當
爾
時

爲
菩
薩
道
我
爲
菩
薩
我
レ
昔
燃

灯
仏
ノ
世

ニ
菩
薩
ノ

道
ヲ
行
ゼ

シ
時

仏
ノ
出
世

シ
給
シ
時
値
燃
燈
仏

出
世

定
光
仏
の

世
に
出
た

ま
ひ
し
時

供
養

定
光
佛

定
光
佛

定
光
佛

仏

世
尊

仏

（
記
述
な

し
）

誓
願

世
世
所
生

共
爲
夫
妻
世
世
所
生

共
爲
夫
妻
世
世
生
處

常
爲
君
妻
世
々
ニ
常

ニ
汝
ト
我

レ
夫
妻
ト

成
テ
、
汝

ガ
心
ニ
違

フ
事
非
ジ

世
々
爲
夫

婦
（
誓
願

と
し
て
直

接
記
述
は

さ
せ
て
い

な
い
。）

生
々
世
々

ニ
夫
妻
ト

成
ン

汝
と
生
々

世
々
妻
お

と
こ
と
あ

ら
む

誓
願

者

耶
輸
陀
羅
耶
輸
陀
羅
耶
輸
陀
羅
仏
・
耶
輸

陀
羅

（
記
述
な

し
）

（
記
述
な

し
）

（
記
述
な

し
）
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う
余
地
は
な
い
が
、
七
巻
本
は
「
五
茎
の
蓮
華
」
と
し
て
い
る
た
め
、『
經
律

異
相
』
以
前
の
仏
書
の
影
響
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
七
巻
本
に
は
三
巻
本
の

誤
り
を
原
拠
に
立
ち
戻
っ
て
訂
正
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
の
結
果
、
七
巻

本
に
お
い
て
「
五
茎
」
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
元
の
資
料
に
「
二
茎
」
と
「
五

茎
」
の
表
記
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
宝
物
集
』
は
『
經
律
異

相
』
以
後
の
資
料
を
原
拠
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
蓮
華
の
本
数
に
つ
い
て
の
『
宝
物
集
』
の
異
同
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
そ
も
そ
も
『
宝
物
集
』
は
、
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
が
二
人
で
蓮
華
を
買
い
求

め
た
と
し
て
い
る
。
他
の
資
料
で
は
、
耶
輸
陀
羅
は
蓮
華
を
買
っ
て
は
い
な
い

の
で
、
そ
の
時
点
で
他
の
資
料
と
の
隔
た
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
二
人
合
わ
せ
て

片
活
三
本
は
「
二
茎
」、
七
巻
本
は
「
五
茎
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
片
活

三
本
は
『
經
律
異
相
』・『
今
昔
物
語
集
』・『
言
泉
集
』
で
耶
輸
陀
羅
が
添
え
た

得
と
す
る
数
に
、
七
巻
本
は
『
宝
物
集
』
以
外
の
資
料
で
釈
迦
が
買
い
求
め
た

と
す
る
蓮
華
の
数
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
他
の
点
と
と
も

に
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

次
に
、
蓮
華
を
購
入
す
る
際
の
金
銭
に
つ
い
て
、『
未
曾
有
因
縁
經
』
と

『
經
律
異
相
』
は
と
も
に
「
五
百
銀
錢
」
と
し
、『
釋
迦
譜
』・『
今
昔
物
語
集
』・

『
言
泉
集
』
は
「
五
百
金
錢
」（『
今
昔
物
語
集
』
は
「
五
百
ノ
金
ノ
銭
」）
と
し

て
い
る
。
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
文
と
み
て
問
題
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
宝
物
集
』
は
片
活
三
本
・
七
巻
本
と
も
に
金
銭
に
つ
い

て
明
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
後
に
改
め
て
考
察
し
た
い
。

　

続
い
て
人
物
だ
が
、『
未
曾
有
因
縁
經
』・『
釋
迦
譜
』・『
經
律
異
相
』・『
今
昔

物
語
集
』
は
話
の
大
筋
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
登
場
人
物
と

し
て
釈
迦
十
大
弟
子
の
一
人
で
あ
る
「
目
連
」
が
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、

他
の
作
品
と
は
異
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
も
前
述
し
た
よ
う
に
、『
今
昔
物
語
集
』

で
は
耶
輸
陀
羅
を
説
得
す
る
の
は
「
目
連
」
で
あ
る
。
こ
の
点
は
説
話
と
し
て

口
承
さ
れ
た
過
程
で
の
変
化
と
も
と
れ
る
。
一
方
、『
言
泉
集
』・『
宝
物
集
』

は
先
の
資
料
と
そ
も
そ
も
説
話
が
異
な
る
た
め
、「
目
連
」
が
登
場
し
て
い
な

い
が
不
自
然
で
は
な
い
。『
言
泉
集
』
と
『
宝
物
集
』
で
は
表
記
の
差
異
が
あ

る
が
、
人
物
の
面
で
は
さ
ほ
ど
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
が
供
養
し
た
対
象
は
、
各
資
料
間
で
や
は
り
表
記
の
差
異

は
あ
れ
ど
も
、
同
一
と
み
な
し
て
お
く
。
な
お
、
七
巻
本
『
宝
物
集
』
に
は
記

述
が
な
い
が
、「
定
光
仏
の
世
に
出
た
ま
ひ
し
時
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
定

光
仏
を
供
養
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
編
集
の
際
に
脱

落
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
蓮
華
を
購
入
し
た
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
誓
願
だ
が
、『
言
泉
集
』

が
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
誓
い
と
し
て
で
は
な
く
、
第
三
者
的
立
場
か
ら
「
世
々

爲
夫
婦
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
目
立
っ
た
差
異
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
契
り
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
は
、『
未
曾
有
因
縁
經
』・『
釋

迦
譜
』・『
經
律
異
相
』
は
「
世
尊
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』

は
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
二
人
が
と
も
に
誓
い
を
述
べ
た
と
し
て
い
る
。『
宝
物

集
』
は
片
活
三
本
・
七
巻
本
と
も
に
直
接
的
な
主
語
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

誓
い
を
立
て
た
の
は
耶
輸
陀
羅
と
も
、
あ
る
い
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
よ
う
に

釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
両
者
と
も
と
れ
る
。
他
の
資
料
と
は
違
い
、
意
図
的
に
明

示
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。

　

以
上
、
各
資
料
間
で
の
語
句
の
異
同
を
整
理
し
た
。
結
果
と
し
て
『
佛
説
未

曾
有
因
縁
經
』・『
釋
迦
譜
』
が
直
接
『
宝
物
集
』
に
影
響
し
た
と
は
考
え
に
く

い
と
言
え
る
。
一
方
、
そ
れ
ら
と
近
い
関
係
に
あ
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
因
縁
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譚
に
ま
つ
わ
る
箇
所
で
、『
宝
物
集
』
の
因
縁
譚
を
構
成
す
る
こ
と
も
で
き
そ

う
だ
。
し
か
し
、『
宝
物
集
』
の
出
典
と
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
を
想
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
山
田
昭
全
氏
は
、『
宝
物
集
』
の
典
拠
と
し
て
『
今
昔
物
語

集
』
を
挙
げ
て
も
、『
經
律
異
相
』
等
と
も
重
複
す
る
た
め
、
す
ぐ
に
出
典
と

み
な
す
こ
と
は
難
し
い
と
し
た
う
え
で
、「
現
存
今
昔
物
語
は
中
世
に
は
ほ
と

ん
ど
流
布
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
視
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
今
の

と
こ
ろ
今
昔
物
語
は
宝
物
集
の
出
典
と
は
な
ら
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
し
て
お

き
た
い
」（

（1
（

と
述
べ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
『
經
律
異
相
』
か
『
言
泉
集
』
を
典
拠
と
し
得
る
可
能
性
が
よ

り
高
ま
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ま
ず
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
因
縁

譚
の
構
成
を
元
に
言
及
し
た
い
。
六
種
の
仏
書
・
作
品
を
比
較
し
て
見
え
て
く

る
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
夫
婦
因
縁
譚
の
特
徴
は
次
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

Ａ　

釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
夫
婦
因
縁
譚
に
主
眼
を
置
く
。

　

Ｂ　

�

蓮
華
の
数
を
片
活
三
本
は
「
二
茎
」
と
し
、
七
巻
本
は
「
五
茎
」
と
す

る
。
ま
た
、
片
活
三
本
・
七
巻
本
と
も
に
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
二
者
で

購
入
す
る
。

　

Ｃ　

蓮
華
に
支
払
っ
た
金
銭
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

　

右
に
挙
げ
た
点
か
ら
、『
宝
物
集
』
を
著
し
た
と
さ
れ
る
平
康
頼
は
、
本
文

構
成
の
際
に
典
拠
と
な
る
資
料
を
手
元
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
手
元
に
典
拠
と
な
る
資
料
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
異
同
は
起
こ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
康
頼
は
こ
の
因
縁
譚
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
得
た
の
か
。
康
頼
の
生

活
環
境
か
ら
し
て
、
前
述
し
た
双
林
寺
の
念
仏
聖
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
。

双
林
寺
に
集
う
念
仏
聖
た
ち
を
情
報
源
と
し
て
、
耳
に
し
た
説
話
を
康
頼
が

『
宝
物
集
』
に
反
映
さ
せ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
そ
し
て
念
仏
聖
た

ち
は
安
居
院
の
唱
導
を
介
し
て
、
つ
ま
り
今
回
示
し
た
『
言
泉
集
』
の
表
白
を

も
と
に
し
た
唱
導
を
聴
い
て
、
そ
の
う
え
で
因
縁
譚
を
語
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
康
頼
自
身
鹿
ヶ
谷
事
件
以
前
に
澄
憲
の
唱
導
を
耳
に
し

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
は
見
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
こ
こ
で
は
念
仏
聖
た
ち
を
介
し
た
安
居
院
の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

　

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、『
言
泉
集
』
が
説
草
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
実
際
に
書
か
れ
た
と
お
り
に
は
語
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
筑
土
鈴
寛
氏
が
唱
導
を
「
表
白
体
の
唱
導
、
口
頭

の
唱
導
」
に
区
別
し
た
が（

（1
（

、
こ
の
『
言
泉
集
』
は
「
表
白
体
」
の
説
草
に
当
た

る
。
そ
の
う
え
で
例
え
ば
永
井
義
憲
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

さ
て
こ
の
表
白
体
文
章
が
、
荘
重
な
僧
侶
た
ち
の
動
作
や
振
鈴
、
鐃
鉢
の

響
き
、
読
経
の
合
唱
な
ど
に
は
さ
ま
れ
て
あ
る
い
は
低
く
、
あ
る
い
は

堂
々
と
力
強
く
読
み
あ
げ
ら
れ
て
い
く
法
会
の
な
か
で
、
最
後
に
最
も
長

時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
説
法
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
そ
の
法
会

の
趣
旨
、
内
容
に
よ
っ
て
千
変
万
化
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
書
き
記
さ
れ

た
文
章
を
読
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
説
教
者
の
力
量
に
応
じ
た
表
現
、

内
容
の
講
演
で
あ
り
、
巧
拙
精
粗
の
評
判
も
こ
こ
で
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た（

（1
（

。

　

こ
こ
か
ら
唱
導
と
は
、
導
師
に
よ
っ
て
自
在
に
口
頭
で
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
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「
国
文
学
試
論
」
第
25
号
　
平
成
28
年
3
月

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
言
泉
集
』
も
同
様
に
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
文
体

の
表
白
が
そ
の
ま
ま
読
み
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
聴
衆
の
耳
に
は
そ
の

都
度
変
化
し
た
表
白
が
入
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
康
頼
の
採
集
し
た
釈
迦

と
耶
輸
陀
羅
の
夫
婦
因
縁
譚
が
他
の
資
料
と
食
い
違
う
の
は
必
然
で
あ
る
。
と

す
る
と
『
經
律
異
相
』
を
元
と
仮
定
す
る
よ
り
、『
言
泉
集
』
を
元
と
し
た
唱

導
の
影
響
を
仮
定
す
る
方
が
、『
宝
物
集
』
で
の
蓮
華
の
本
数
の
揺
れ
を
説
明

す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
然
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、『
宝
物
集
』
の
釈
迦
・
耶
輸

陀
羅
夫
婦
因
縁
譚
の
典
拠
と
し
て
安
居
院
の
『
言
泉
集
』
を
第
一
に
踏
ま
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
六
種
の
仏
書
・
作
品
の
関
係
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。
改
め
て
ま

と
め
る
と
、『
宝
物
集
』
に
お
け
る
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
夫
婦
因
縁
譚
の
原
拠
と

し
て
、
安
居
院
の
唱
導
書
で
あ
る
『
言
泉
集
』
が
最
も
有
力
な
説
だ
と
言
え

る
。
た
だ
し
、『
言
泉
集
』
は
「
表
白
体
の
唱
導
」
資
料
で
あ
り
、
こ
れ
そ
の

も
の
を
見
て
康
頼
が
『
宝
物
集
』
に
組
み
込
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
を
元
と
し
た
唱
導
を
聴
い
た
念
仏
聖
を
あ
く
ま
で
も
仲
介
し
て
の
間
接
的
な

影
響
で
あ
る
。『
宝
物
集
』
の
作
者
と
さ
れ
る
平
康
頼
と
澄
憲
の
活
躍
す
る
時

期
は
重
な
る
。
ま
た
、
康
頼
が
帰
洛
後
、
念
仏
聖
の
集
ま
る
双
林
寺
の
近
辺
で

生
活
し
て
い
た
こ
と
も
、
両
作
品
の
影
響
関
係
を
考
察
す
る
と
き
、
無
視
で
き

な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
注
意
を
要
す
る
の
は
、
澄
憲
も
な
ん
ら
か
の
資
料
を
参
考
に
し
て
説

草
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
釈
迦
・
耶
輸
陀
羅
因
縁
譚
の
出
典

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
唱
導
と
文
学
の
関
係
性
を
探
る

う
え
で
、
導
師
の
語
り
が
何
か
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
事
実
は
常
に
念
頭
に
置

か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
言
泉
集
』
に
見
ら
れ
る
因
縁
譚
は
何
か
ら
採
集
し
た
の

か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
次
第
、
ま
た
改
め
て
『
宝
物

集
』
と
の
関
係
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、
今
回
明
ら
か
に
し
た
『
宝
物
集
』
と
『
言
泉
集
』
の
関
係
は
、

『
宝
物
集
』
の
注
釈
に
お
い
て
未
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
ほ
か
に
も
指
摘
の
さ
れ
て
い
な
い
『
宝
物
集
』
と
安
居
院
の
唱
導

資
料
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
が
、
ま
た
の
機
会
を
待
ち
た
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、『
宝
物
集
』
と
、
あ
る
い
は
平
康
頼
と
安
居
院
の
関
係
は
現
在

知
ら
れ
て
い
る
以
上
に
根
深
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
【
注
】

（
1
）黑
坂
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
尊
卑
分
脉
』
第
二
篇
（
國
史
大
系
第

五
十
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）
四
九
二
頁
。

（
2
）澄
憲
の
祈
雨
表
白
に
つ
い
て
は
、
三
宝
院
表
白
集
、
東
大
寺
宝
菩
提
院

『
公
請
表
白
』、『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
三
「
澄
憲
祈
雨
三
百
人
舞
」、『
古

事
談
』
巻
第
三
・
七
九
等
を
参
照
。

（
3
）小
林
美
和
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
性
格　

―
寿
祝
と
唱
導
の
文
芸
―
」（
伝

承
文
学
研
究
会
『
伝
承
文
学
研
究
』
第
二
十
号
〈
三
弥
井
書
店
、
昭
和
五

十
二
年
六
月
〉
所
収
）、
同
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
編
纂
意
図
と
そ
の

形
成
圏
に
つ
い
て
」（
武
久
堅
『
日
本
文
学
研
究
大
成　

平
家
物
語
Ⅰ
』〈
国

書
刊
行
会
、
平
成
二
年
七
月
〉
所
収
）
を
参
照
。

（
４
）牧
野
和
夫
『
平
家
物
語
』（
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
13
、
新
潮
社
、
平
成
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二
十
三
年
九
月
）
三
六
頁
。

（
５
）山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
編
『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年

四
月
）
頭
注
。

（
6
）小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・
小
島
孝
之
・
木
下
資
一
校
注
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
40
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

年
一
一
月
）
解
説
。

（
7
）『
平
家
物
語
』
巻
第
三
「
少
将
都
帰
」
参
照
。

（
8
）谷
口
耕
一
「
西
行
物
語
の
構
想　

―
虚
像
西
行
形
成
の
構
造
に
つ
い
て

―
」『
語
文
論
叢
』（
第
七
号
、
千
葉
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
、
一
九

七
九
年
九
月
）、
谷
口
広
之
「
説
話
伝
承
と
平
家
物
語
の
構
想　

―
鬼
界

島
流
人
譚
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
同
志
社
国
文
学　

第
十
七
号
、
同
志
社
大

学
、
一
九
八
一
年
三
月
）
参
照
。

（
9
）注（
6
）頭
注
。

（
10
）山
田
孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注
『
今
昔
物
語
集　

一
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年
八
月
）
八
六
頁
頭
注
。

（
11
）永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
唱
導
集　

上
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九

七
二
年
三
月
）

（
12
）山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
編
『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年

四
月
）

（
13
）小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・
小
島
孝
之
・
木
下
資
一
校
注
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
40
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

年
一
一
月
）

（
14
）今
野
達
校
注
『
今
昔
物
語
集　

一
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
33
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
九
年
七
月
）
四
九
～
五
三
頁
。

（
15
）因
み
に
、
大
島
薫
氏
は
「
化
人
の
語
る
仏
道
教
化　

―
『
宝
物
集
』
の
構

想
―
」（（
國
文
學
、
関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
で
、「
声

少
シ
訛
リ
タ
ル
法
師
」
に
つ
い
て
、「
本
作
品
に
明
か
さ
れ
る
仏
道
教
化

が
『
声
少
し
訛
り
た
る
法
師
』
す
な
わ
ち
異
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
僧
に

よ
っ
て
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
さ
ら
に
言
う
と
す
れ
ば
、
清
凉
寺
に

安
置
さ
れ
る
釈
迦
像
の
化
人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
読
み
取

る
と
と
も
に
、
本
作
品
が
「
一
夜
の
不
思
議
」
を
描
い
た
「
物
語
」
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
る
わ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
、
法
師
を
化
人
と
し
て
い

る
。
大
島
氏
の
指
摘
に
従
う
な
ら
ば
、『
宝
物
集
』
も
化
人
に
よ
っ
て
語

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、『
宝
物
集
』
は
『
佛
説
未
曾
有
因

縁
經
』・『
釋
迦
譜
』・『
經
律
異
相
』
と
共
通
す
る
。

（
16
）	大
場
朗
『
宝
物
集
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
参
照
。

（
17
）	山
田
昭
全
「
宝
物
集
の
仏
典
受
容　

―
仏
教
の
日
本
化
の
一
過
程
―
」

（『
東
西
に
お
け
る
知
の
探
究　

―
峰
島
旭
雄
教
授
古
稀
記
念
論
集
―
』〈
北

樹
出
版
、
一
九
九
八
年
一
月
〉
所
収
）

（
18
）筑
土
鈴
寛
『
中
世
藝
文
の
研
究
』（
有
精
堂
出
版
、
昭
和
四
一
年
一
二
月
）

（
19
）永
井
義
憲
・
貴
志
正
造
編
『
日
本
の
説
話　

第
三
巻　

中
世
Ⅰ
』（
東
京
美

術
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
）
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